
ポ
　
ン

“

ト

過
剰

の
問
題

井
　
　
上

次
　
　
郎

　
日
本
経
済
に
と
っ
て
、
差
追
っ
た
解
決
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
重
要
問
題
の
一
つ
に
、
ポ
ン
ド
過
剰
の
問
題
が
あ
る
。

い
う
喜
差
く
、
過
剰
と
か
不
足
と
か
い
嘉
念
は
、
圭
く
相
対
的
姦
念
で
あ
一
て
、
他
の
物
暑
す
る
関
係
に
志

て
、
多
い
と
か
少
い
と
か
い
わ
れ
る
訳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
日
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
ポ
ン
ド
は
、
ド
ル
と
の
関
連
に
お

い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ド
ル
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
の
多
寡
が
と
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
最
近
、
ポ
ン
ド
は
、
ド
ル
に
比
し
て
、
舳
対
的
に
襯
て
、
過
剰
も
し
く
は
過
剰
と
な
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
ポ
ン

ド
過
剰
と
い
う
こ
と
の
意
味
な
の
で
あ
る
。

　
我
国
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
日
援
助
は
昨
年
の
六
月
末
で
打
切
ら
れ
、
叉
昨
年
の
八
月
三
十
一
日
に
調
印
さ
れ
た
日
英
支
払
協

定
に
よ
っ
て
ド
ル
・
ク
ロ
ー
ズ
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
我
国
の
貿
易
の
現
状
か
ら
襯
て
、
ド
ル
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
不
幸
に
し
て
こ
の
杷
憂
が
実
現
し
て
ポ
ン
ド
の
累
積
に
比
較
し
て
ド
ル
は
杣
対
的
に
減
少
と
な
っ
て
来
て
、

こ
の
問
題
が
次
第
に
表
面
化
し
、
講
和
後
の
日
本
経
済
の
直
面
す
る
最
人
の
問
題
と
し
て
朝
野
の
関
心
が
こ
こ
に
蒐
つ
め
ら
れ
る
こ
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と
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
・
か
よ
う
な
事
態
の
発
生
は
如
何
な
る
原
因
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
。
な
ぜ
、
こ
れ
は
日
本
経
済
に
と

っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
っ
て
・
焦
眉
の
解
決
が
必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
更
に
は
ま
た
、
こ
れ
が
解
決
に
は
如
何
な

る
対
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
如
上
の
諾
点
に
つ
い
て
の
私
見
を
、
以
下
に
お
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
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ド
ル
に
比
し
て
ポ
ン
ド
が
梢
対
的
に
過
剰
と
な
る
傾
向
は
い
か
な
る
原
因
に
も
と
ず
い
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
。

　
其
の
根
本
の
原
因
は
・
戦
後
の
ポ
ン
ド
に
対
す
ケ
不
信
、
ポ
ン
ド
の
権
威
の
失
墜
で
あ
り
、
叉
リ
！
、
れ
に
基
く
と
こ
ろ
の
ポ
ン
ド
の

ド
ル
え
の
自
由
交
換
の
停
止
で
あ
る
。

叉
そ
の
直
接
の
原
因
は
・
我
国
の
ア
メ
リ
ヵ
に
対
す
る
輸
崇
思
う
モ
つ
に
伸
び
ず
、
ス
タ
ー
－
ン
グ
地
域
か
ら
の
愉
入
が
意
に

任
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
先
ず
第
一
の
原
因
に
つ
い
て
、
考
察
し
ょ
う
。

曾
て
は
・
英
貨
ポ
ン
ド
は
・
最
人
の
国
際
醤
と
し
て
、
国
際
為
替
場
裡
に
議
し
て
お
つ
た
。
ポ
ン
ド
は
い
か
奪
国
、
。
揚

と
も
自
由
に
交
換
さ
れ
・
各
国
は
自
国
○
貨
幣
準
備
と
し
て
、
或
は
同
際
取
引
上
ｏ
運
伝
資
金
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ソ
ド
ｏ
残
一
、
同

喜
一
て
ニ
ド
ン
に
畜
め
こ
わ
一
有
讐
あ
一
た
、
だ
か
ら
、
今
竺
準
斑
一
一
・
に
浮
’
。
イ
ギ
リ
ス
い
卑
畝
、
狩
、
す
な
わ
ち
ポ

ン
ド
残
高
は
八
億
ポ
ン
ド
に
上
一
て
幸
た
か
ら
と
い
一
て
、
ン
、
れ
は
毫
高
題
と
な
る
性
質
の
も
・
で
は
な
く
、
こ
。
震
。
も



の
は
、
諾
国
が
、
外
貨
準
備
に
、
或
は
ポ
ー
ド
に
よ
る
経
常
取
引
に
必
要
な
数
量
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
ポ
ン
ド
の
権
威
の
象
徴
で
こ

そ
あ
れ
、
ン
、
の
劣
作
を
示
す
も
の
で
は
全
く
あ
り
得
な
か
っ
た
。

　
戦
争
は
す
べ
て
を
変
貌
さ
せ
る
。
ポ
ン
ド
も
そ
の
一
つ
の
例
で
あ
る
。

　
戦
争
に
よ
る
巨
額
の
出
費
は
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
儘
務
を
激
増
せ
し
め
、
終
戦
の
年
で
あ
る
一
九
四
五
年
六
月
末
に
は
、
ポ
ン
ド
の

残
高
は
戦
前
の
約
四
倍
の
三
十
二
億
八
千
七
百
万
ポ
ン
ド
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
戟
後
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、

事
実
は
そ
の
逆
で
、
同
年
末
に
は
三
十
六
億
六
千
六
百
万
ポ
ン
ド
、
一
九
四
六
年
末
に
は
三
十
七
億
四
千
七
百
万
ポ
ン
ド
、
一
九
四

七
年
末
に
は
三
十
九
億
八
千
五
百
瓦
ポ
ー
ド
と
其
の
残
高
は
逐
年
増
加
の
趨
勢
を
生
じ
、
イ
ギ
リ
ス
は
国
際
貸
借
上
未
曾
有
の
危
機

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
危
機
に
直
面
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
如
何
な
る
対
策
を
樹
て
た
か
。

　
第
一
は
、
ポ
ン
ド
の
白
由
交
換
の
停
止
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
ポ
ン
ド
債
務
を
戦
時
中
の
も
の
か
戟
後
に
生
じ
た
も
の
か
に
よ
っ
て
封
鎖
勘
定
、
自
由
勘
定
に
分
け
る
と
共
に
、
自
由

　
勘
定
に
属
す
る
ポ
ー
ド
と
い
え
ど
も
こ
れ
を
他
国
に
振
替
え
る
こ
と
を
制
隈
す
る
と
い
う
厳
重
な
ポ
ン
ド
為
替
管
理
の
実
行
で
あ

　
る
。

　
第
三
は
、
ド
ル
地
域
か
ら
の
輪
入
の
制
隈
で
あ
る
。

　
だ
が
、
か
か
る
諾
方
策
と
い
う
も
の
は
、
緒
局
に
お
い
て
、
戦
時
中
に
激
増
し
た
ア
メ
リ
カ
の
生
座
力
の
捌
口
を
塞
ぐ
こ
と
に
な

る
。
ン
、
れ
だ
け
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、
由
六
し
い
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が
、
一
九
四
五
年
十
二
月
、
イ
ギ

リ
ス
と
金
融
協
定
を
結
ん
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
三
十
七
億
五
千
万
ド
ル
の
借
款
を
供
与
す
る
代
り
に
、
共
の
代
償
と
し
て
、
ポ
ン
ド
の
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白
由
交
換
の
復
活
と
為
替
管
理
の
緩
和
を
約
東
せ
し
め
た
の
は
、
こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
諾
種
の
準
備
を
終
え
、
約
東
に
随
っ
て
、
一
九
四
七
年
七
月
十
五
日
を
期
し
て
、
ポ
ン
ド
の
自
由
交
換
を
再
開
し
た

が
・
ポ
ン
ド
に
対
す
る
不
信
は
依
然
と
し
て
根
強
く
、
ポ
ン
ド
の
ド
ル
え
の
交
換
要
求
が
殺
到
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
．
ド
ル
準
備
が

急
激
な
滅
少
を
示
し
、
こ
れ
が
た
め
自
由
交
換
後
僅
か
五
週
間
で
早
く
も
再
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
破
目
と
な
つ
た
。
時
恰
も
イ
ギ

リ
ス
の
ポ
ン
ド
残
高
は
三
十
九
億
ポ
ン
ド
を
突
破
し
、
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
緊
急
事
態
を
拾
収
す
る
た

め
に
・
同
年
十
月
一
日
・
Ｈ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
内
の
ポ
ソ
ド
資
金
の
移
動
は
原
則
と
し
て
自
由
、
ｏ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
外
の
ポ

ン
ド
資
金
の
移
動
は
厳
重
に
こ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
薪
為
替
管
理
法
の
制
定
実
施
と
な
っ
た
。
　
　
　
・

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
債
務
は
い
ず
れ
の
国
に
堆
積
さ
れ
た
の
か
一
一

　
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
と
非
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
と
に
分
け
る
と
、
ポ
ン
ド
残
高
の
比
重
は
、
戦
争
直
後
既
に
前
者
に
圧
個
的
に
多

か
っ
た
。
問
題
は
寧
ろ
其
の
後
の
経
過
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
残
商
は
一
九
四
七
年
末
を
頂
上
と
し
て
減
少
し
た
の
に
引

き
か
え
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
夫
れ
は
桐
対
的
に
も
は
た
ま
た
絶
対
的
に
も
増
加
の
傾
向
を
辿
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
、
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ス
タ
ー
リ
ン
グ
独
立
国
の
累
積
は
、
瞠
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
っ
た
、

　
国
際
収
支
の
悪
化
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
を
し
て
ド
ル
支
出
の
節
約
と
ド
ル
．
ド
ラ
ィ
ブ
政
策
を
倹
行
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
て
、
イ

ギ
リ
ス
．
の
ド
ル
地
域
向
の
輸
出
は
人
幅
の
増
加
と
な
っ
た
の
に
引
き
か
え
、
そ
れ
だ
け
ス
タ
ー
リ
ソ
ゲ
地
域
に
対
す
る
輸
出
は
大
き

な
縮
減
と
な
っ
て
現
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
ボ
ン
ド
の
残
高
は
、
漸
次
に
、
非
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
か
ら
ス
タ
ー

リ
ン
グ
地
域
に
肩
替
わ
り
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
而
も
ま
た
、
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
を
契
機
と
し
て
世
界
は
再
び
軍
備
拡
張
時
代
に

入
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
昨
春
か
ら
六
ケ
年
計
画
で
四
十
七
億
ポ
ン
ド
の
［
費
を
地
っ
て
再
軍
備
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
れ
が
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
に
対
す
る
輸
出
余
力
と
い
う
も
の
は
さ
ら
で
だ
に
乏
し
く
な
り
、
反
対
に
、

軍
拡
の
進
行
は
、
該
地
域
か
ら
大
量
の
戦
略
物
資
の
買
付
を
促
し
、
こ
れ
が
輸
出
入
品
の
価
格
の
ず
れ
と
榊
侯
っ
て
、
か
た
が
た
如

上
の
傾
向
に
更
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
グ
諾
国
に
と
っ
て
は
、
彼
等
が
是
非
と
も
必
要
と
す
る
も
の
ま
で
様
々
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
求
し
得
な
く
な
っ
て
来
た

と
共
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
は
以
前
よ
り
も
多
量
の
財
貨
を
提
供
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
イ
ギ
リ

ス
か
ら
購
入
し
得
な
い
部
分
を
ド
ル
地
域
に
求
め
る
こ
と
も
固
よ
り
一
つ
の
方
策
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
際
収
支
改
善
の
た
め
に

ド
ル
の
節
約
、
ド
ル
’
．
ド
ラ
ィ
ブ
政
策
を
強
行
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
の
イ
ギ
リ
ス
の
容
認
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
得
な
い
。
と
い
う

の
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
諾
国
が
ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
ド
ル
は
こ
れ
を
ロ
ン
ド
ン
の
中
央
機
関
に
プ
ー
ル
し
、
こ

れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
金
．
ド
ル
準
傭
の
基
礎
と
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
危
機
を
支
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
ポ
ン
ド
残

高
の
増
加
は
、
そ
の
隈
り
に
お
い
て
、
い
わ
ば
取
立
て
不
能
の
債
権
の
増
加
に
も
等
し
い
。
海
外
の
ス
タ
ー
リ
ー
グ
諾
国
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
国
際
収
支
改
善
の
努
力
は
彼
等
の
犠
牲
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
な
し
、
こ
れ
に
対
し
て
甚
し
い
然
滋
の
念
を
抱
く
も
、

蓋
し
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
云
わ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
グ
諾
国
の
こ
の
不
平
を
い
か
に
し
て
抑
え
る
か
。
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
過
般
の
ド
ル
・
ク
ロ

ー
ズ
撤
廃
の
一
半
の
目
的
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
直
面
す
る
こ
の
難
問
の
解
決
乃
至
は
回
避
の
た
め
で
あ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
諾
国
の
慰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
譜
二
）

撫
の
た
め
で
あ
っ
た
、
と
観
ら
れ
得
る
。

　
ド
ル
．
ク
ロ
ー
ズ
の
存
在
は
、
ス
タ
ー
ン
グ
地
域
に
対
す
る
我
国
の
輸
出
を
抑
制
す
る
作
用
を
も
っ
て
お
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で

き
な
い
。
こ
れ
が
撤
廃
に
よ
っ
て
、
海
外
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
諾
国
は
共
の
保
有
す
る
巨
額
の
ポ
ン
ド
の
残
高
を
引
出
し
、
何
等
危
倶

　
　
ボ
ン
ド
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間
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（
井
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一
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七
）
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す
る
と
こ
ろ
な
く
日
本
か
ら
生
産
財
共
の
他
の
商
品
の
輪
入
に
充
当
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
ポ
ン
ド
の
残
高
は
、
１
、
れ
だ
け
減
少
し
、

彼
等
の
不
満
は
そ
れ
に
応
じ
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
か
く
し
て
、
そ
の
ド
ル
政
策
を
強
行
し
つ
つ
、
ス
タ
ー

リ
ン
グ
諾
国
の
憤
撒
を
鎮
め
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
詑
一
）
　
同
連
及
び
そ
の
下
部
組
織
や
国
際
決
済
銀
行
に
対
す
る
債
務
を
除
い
た
謂
ゆ
る
ボ
ン
ド
の
純
債
務
の
残
高
に
つ
い
て
視
る
と
、
　
ス
タ
、
リ

　
　
ン
グ
地
域
の
夫
牝
と
非
ス
ｆ
ニ
グ
地
域
の
え
と
の
間
の
比
率
は
、
掌
直
後
の
六
茸
三
五
か
・
、
一
九
五
〇
年
末
に
は
七
二
対
二
八
暴

　
　
一
て
い
る
・
こ
れ
を
霜
で
表
現
す
る
と
・
非
ス
て
リ
ン
グ
地
域
の
穣
は
、
戦
争
直
後
の
士
篤
千
四
百
万
ボ
ン
ド
か
三
九
五
〇
年
末

　
　
に
は
十
億
二
千
三
百
万
ポ
ン
ド
に
減
少
し
た
が
・
こ
だ
引
象
え
、
ス
タ
ー
－
ン
グ
地
域
の
驚
は
、
一
九
四
九
年
後
半
か
ら
驚
を
始
狐
、

　
　
同
期
間
に
二
士
播
千
三
募
ボ
ン
ド
か
ら
二
十
七
億
三
千
四
百
万
ポ
ソ
ド
昆
加
し
て
い
る
。
一
片
塊
二
氏
、
ド
ル
．
ク
ロ
、
ズ
撤
廃
の

　
　
意
義
と
そ
の
影
響
、
ジ
ェ
ト
ロ
調
査
資
料
、
第
一
集
、
二
一
－
二
二
頁
）

　
（
詑
二
）
　
片
山
謙
二
氏
、
前
掲
論
文

■

三

と
こ
ろ
で
、
次
の
閉
題
は
、

、

１

ル

。
ク
ロ
ー
ズ
○
撤
廃
を
契
機
と
し
て
、
日
木
の
貿
易
は
い
か
な
る
鋤
き
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ス
タ
ー
リ
ソ
グ
地
域
に
対
す
る
愉
岬
は
、
当
初
か
ら
共
の
蛸
進
が
了
想
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
が
、
事
実
は
リ
ー
、
の
予
独
を
上
廻

る
異
常
な
跳
進
と
な
り
、
他
方
該
地
域
か
ら
ｏ
輸
入
は
意
什
に
小
振
と
な
、
て
、
ポ
ン
ド
が
急
ス
ビ
ー
ド
で
果
偵
さ
れ
ろ
こ
と
と
山
な

っ
た
、

　
愉
出
増
火
ｏ
原
因
に
は
、
次
ｏ
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
６



　
一
、
酉
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
軍
拡
経
－
済
の
推
進
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
が
不
足
資
材
を
Ｒ
本
に
求
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
酉
ヨ
ー

　
　
ロ
ッ
パ
の
物
価
の
急
膝
に
ー
よ
っ
て
口
］
本
品
が
割
安
と
な
っ
た
こ
と
も
、
我
国
の
商
品
を
要
求
せ
し
め
る
に
至
っ
た
一
因
で
あ
る
。

　
二
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
輸
出
力
が
減
退
し
た
た
め
、
海
外
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
諾
国
も
供
給
源
を
日
本
に
切
換
え
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と

　
　
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
而
も
支
払
は
ポ
ン
ド
で
制
映
な
く
行
い
得
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
決
済
の
心
配
は
な
く
な
っ
て
、

　
　
購
賞
の
意
欲
を
一
段
と
か
き
た
て
た
こ
と
で
あ
る
。

　
三
、
ポ
ン
ド
貨
の
劣
勢
は
公
定
を
逢
に
下
廻
る
闇
相
場
を
生
み
、
ポ
ン
ド
の
公
定
杣
場
は
そ
の
実
勢
よ
り
著
し
く
南
く
な
っ
た
関

　
　
係
上
、
日
本
か
ら
の
楡
出
は
採
算
上
そ
れ
だ
け
有
利
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
、
　
　
　
　
　
．

　
四
、
ポ
ン
ド
の
切
下
げ
説
に
傭
え
て
そ
れ
等
の
諾
国
が
Ｒ
本
品
の
買
付
を
急
い
だ
こ
と
で
あ
る
。

　
輸
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
原
因
が
作
用
し
て
、
意
想
外
の
不
振
を
招
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
、
一
般
に
ボ
ン
ド
地
域
の
虚
物
は
品
質
が
悠
い
う
え
に
価
格
が
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
二
、
為
替
関
係
か
ら
し
て
、
ポ
ン
ド
地
域
か
ら
の
輪
入
は
、
輪
出
の
場
合
と
は
逆
に
昂
木
に
と
っ
て
二
重
に
高
い
も
の
を
買
わ
さ

　
　
れ
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ー
る
。

　
三
、
昨
椎
の
愉
入
引
取
資
金
で
絡
め
つ
け
ら
れ
た
商
社
の
傷
痕
が
未
だ
癒
え
ず
、
叉
金
融
当
局
も
引
締
め
政
策
を
緩
和
し
よ
う
と

　
　
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
対
ポ
ソ
ド
地
域
貿
易
に
作
用
し
た
こ
れ
等
の
諾
原
因
の
結
某
と
し
て
、
改
訂
支
払
協
定
に
朋
印
し
た
咋
年
八
月
末
の
ポ
ン
ド
の
手

持
が
三
千
八
百
十
三
万
ポ
ン
ド
に
逃
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
九
月
末
四
千
五
十
七
万
ポ
ン
ド
、
十
月
末
五
千
四
百
九
万
ポ
ン
ド
と
璃

加
し
、
年
末
に
は
ポ
ン
ド
手
持
の
上
映
と
云
わ
れ
て
い
た
七
干
万
ポ
ン
ド
を
俊
に
突
破
し
て
七
干
五
百
四
十
五
万
ポ
ン
ド
と
跳
ね
あ

　
　
ボ
ン
ド
過
剰
の
間
趣
（
井
止
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
一
五
九
）



．
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一
八
（
一
六
〇
）

　
　
立
命
館
経
済
（
第
一
巻
．
第
二
号
）

が
り
・
本
年
に
入
一
て
雀
真
の
増
勢
は
い
さ
さ
言
衰
え
ず
、
百
末
八
千
二
百
万
ポ
ン
ド
、
二
月
末
九
千
二
募
ポ
ン
と
増

殖
の
一
路
を
辿
り
、
三
月
十
一
日
現
在
実
に
一
億
四
百
万
ポ
ン
ド
の
巨
額
と
な
つ
て
い
る
。

　
仏
方
、
ド
ル
’
圏
と
の
国
際
収
支
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

我
国
の
ド
ル
地
域
貿
易
は
・
常
に
我
国
の
輸
入
蟹
、
終
戦
こ
の
方
、
年
姦
億
ド
ル
の
輸
入
彊
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
李

は
・
約
二
十
億
ド
ル
の
対
日
援
助
薯
賄
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
対
日
援
助
が
打
切
完
る
差
る
と
、
ド
ル
不
足
が

忽
ち
表
面
化
せ
ざ
る
を
得
誤
こ
と
に
な
る
．
も
し
、
曾
て
の
よ
う
に
、
ポ
ソ
ド
が
自
由
に
ド
ル
に
交
換
荒
る
も
の
で
あ
る
奮

ず
・
ド
ル
圏
に
対
し
て
入
超
差
一
て
も
・
ス
タ
ー
－
ン
グ
地
讐
獲
得
し
た
ポ
ソ
ド
で
支
払
に
充
当
し
得
る
か
ら
、
・
間
題
は
き
。

と
こ
ろ
が
・
ポ
一
ド
の
自
由
交
換
は
琶
停
止
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ポ
ン
ぷ
残
高
が
い
隻
、
積
さ
れ
た
よ
う
と
も
、
こ
れ

で
他
方
の
不
足
を
埋
め
合
パ
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
一
、
の
限
是
き
て
、
ポ
ン
ド
は
徒
に
死
金
と
し
て
堆
積
さ
れ
る
だ
け
の
こ

と
に
奪
・
ポ
ン
ド
過
剰
の
根
本
原
因
姦
に
碧
な
け
註
奮
ぬ
の
は
、
こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。

尤
も
・
昨
年
度
に
汽
て
は
・
ド
ル
貨
の
手
持
ま
た
猟
差
つ
た
。
だ
が
、
仔
細
に
こ
茎
繁
す
る
と
、
そ
れ
は
特
需
そ

の
他
の
簿
的
乍
隻
・
す
な
わ
孟
常
貿
易
外
の
収
人
の
堺
が
背
し
か
つ
た
こ
と
に
因
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
分
る
。

対
ド
一
地
域
貿
易
で
は
・
照
は
三
億
二
百
万
ド
一
、
愉
人
は
九
憶
七
千
九
百
万
ド
ル
で
、
姜
引
き
実
に
六
億
七
千
七
募
ド
ル
の

李
で
あ
一
た
が
・
朝
鮮
戦
線
の
拡
李
享
想
以
上
一
黛
、
獲
か
ら
交
代
の
米
兵
の
国
内
消
費
、
占
領
地
救
済
纂
立
替

分
の
支
払
等
婁
易
造
入
が
意
外
に
巨
額
に
の
ぼ
一
た
関
係
上
、
ド
ル
貨
の
貿
易
外
収
支
は
七
億
峠
万
ド
ル
の
受
濫
過
と
な

一
て
、
こ
れ
が
貿
易
宵
春
る
前
述
の
赤
字
篇
一
て
ド
ル
・
孟
の
鷲
蕎
し
た
の
妄
つ
た
、
ゆ
え
に
、
昨
年
度
の
ド
ル

の
増
加
は
・
所
詮
は
特
葉
原
因
か
泰
し
た
例
外
的
、
表
両
的
墨
に
外
な
ら
イ
、
朝
鮮
。
停
戦
が
実
規
し
臨
時
的
な
ド
ル
収

■



入
が
滅
少
す
る
と
雲
散
霧
消
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
而
も
ド
ル
が
殖
え
た
と
は
い
え
、
ポ
ン
ド
の
増
勢
と
の
間
に
は
格
段
な

相
違
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
に
は
、
ポ
ン
ド
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
ド
ル
ネ
足
、
ポ
ン
ド
過
剰
の

事
態
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
と
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
棉
花
そ
の
他
の
重
要
原
料
は
専
ら
ド
ル
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
購
入
し
、
製
品
は
南
方
ア
ジ
ァ
の
ポ
ン
ド
地
域
に
輸
出
す
る
こ
と
が
、

最
近
の
我
国
の
貿
易
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
我
国
は
、
ポ
ン
ド
地
域
か
ら
も
原
料
や
食
料
を
輸
入
し
て
は
い
る
が
、

輸
出
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
不
充
分
で
、
特
に
中
共
と
の
貿
易
が
杜
絶
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
こ
こ
か
ら
鉄
鉱
石
・
石
炭
等
を
輸

入
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
に
加
え
、
綿
製
晶
そ
の
他
を
こ
の
隣
接
の
大
市
場
に
積
送
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
・
そ

れ
だ
け
一
層
、
輸
入
は
ド
ル
圏
、
輸
出
は
ポ
ン
ド
地
域
に
偏
向
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ン
、
の
あ
げ
く
、
ド
ル
は
さ
ら
で
だ
に
不

足
し
、
之
に
反
し
て
、
ポ
ン
ド
は
剰
る
一
方
と
い
う
事
態
を
い
よ
い
よ
顕
著
な
ら
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
ポ
ン
ド
過
剰

の
直
接
の
原
因
は
、
こ
の
我
国
の
貿
易
構
造
、
輸
入
は
主
と
し
て
ド
ル
地
域
輸
出
は
主
と
し
て
ポ
ン
ド
地
域
と
い
う
我
国
経
済
の
基

本
的
弱
点
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
と
謂
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ポ
ン
ド
の
逃
剰
累
積
は
、
有
に
掲
げ
た
諾
原
因
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
解
決
は
、
そ
れ
等
の
原
因
に
湖
っ
て
こ

れ
に
則
応
す
る
適
切
な
方
策
を
樹
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
其
の
第
一
の
原
因
で
あ
る
ポ
ン

ド
の
ド
ル
え
の
自
由
交
換
の
停
止
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
し
て
は
、
直
接
に
は
策
の
施
し
よ
う
が
な
い
。
こ
れ
は
、
主

と
し
て
ポ
ン
ド
国
の
問
題
で
あ
っ
て
、
失
墜
し
た
ポ
ン
ド
の
権
威
を
如
何
に
し
て
炊
復
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
懸
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
の
見
透
し
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
耐
乏
政
策
の
効
果
も
未
だ
し
く
同
国
経
済
の
危
機
的
様
榊
が
次
第
に
深
刻
化
し

て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
今
日
、
ド
ル
と
ポ
ソ
ド
の
自
由
交
換
の
開
始
は
、
到
底
早
急
に
は
期
待
さ
れ
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
ボ
ン
ド
過
剰
の
間
題
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
一
六
一
）

○



　
　
○　

　
立
命
館
経
済
茎
巻
・
第
二
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
。
一
二
一
二
一

か
た
が
た
・
吾
二
し
て
は
・
第
二
の
原
因
に
向
一
て
、
禍
根
を
肯
の
ぞ
く
べ
く
、
努
力
を
傾
注
し
な
け
注
奮
き
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

一
誌
一
こ
の
拳
は
・
東
洋
経
済
幕
、
第
二
五
〇
八
廿
所
載
、
「
士
一
伍
．
国
除
隻
の
分
析
一
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

我
国
の
ド
ル
不
足
．
ポ
ン
ド
蒲
の
直
接
の
腐
が
、
輸
人
は
ド
ル
圏
に
、
輸
出
は
ポ
ン
ド
地
域
に
強
く
偏
つ
て
い
る
こ
と
隻

る
の
で
あ
る
雀
・
ド
ル
と
ポ
ン
ド
の
邑
父
換
は
督
妾
宴
い
以
上
、
ポ
ン
ド
の
過
剰
を
防
止
す
る
た
め
に
請
と
し
て
先

ず
為
す
べ
葦
と
は
・
こ
の
偏
俺
克
正
す
を
一
と
．
で
な
け
注
奮
な
い
こ
と
は
、
改
め
て
謂
う
喜
差
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

偏
倫
克
正
す
る
と
い
う
こ
と
は
・
魚
競
に
収
支
の
均
衡
を
と
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
均
衡
に
は
、
二
つ
の
方
途
が
考

え
完
る
・
小
奪
も
の
を
標
準
と
し
て
人
奪
も
の
き
の
限
度
に
抑
し
さ
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
達
成
さ
れ
る
縮
小
均
衡
と
、
大

な
る
も
の
姦
準
と
し
て
尖
ろ
も
・
…
・
婁
に
引
婁
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
成
讐
れ
る
拡
大
均
衡
と
が
苧
雲
。

貿
易
に
関
す
島
り
に
お
い
て
・
一
一
紬
一
云
う
な
ら
ぱ
・
前
考
は
ド
ル
圏
か
ら
の
輸
人
は
杵
・
膣
に
押
え
ポ
一
ド
地
域
え

の
愉
出
も
同
地
か
ら
。
輪
人
。
崖
に
締
め
ろ
も
・
で
苧
１
て
、
後
考
は
ド
ル
圏
に
対
し
て
は
柵
和
、
愉
入
、
量
度
に
ポ
ン
ド
地
域

に
つ
い
て
は
逆
に
愉
人
を
倫
川
Ｏ
映
度
に
ン
、
れ
ソ
、
れ
仰
ぱ
す
も
Ｏ
、
で
あ
る
、

尤
も
・
こ
れ
は
・
均
衡
。
柵
対
立
す
る
一
一
二
類
型
に
つ
い
て
・
訴
で
あ
つ
て
、
蔭
魑
と
し
て
は
、
輸
出
と
愉
入
。
双
方
を

票
す
こ
と
に
｛
て
均
衡
高
る
こ
と
ぢ
い
と
思
う
が
、
ン
、
・
際
｛
、
い
ず
れ
・
方
向
、
一
大
き
く
歩
み
寄
る
か
に
よ
つ
て
、

縮
小
均
衡
と
拡
人
均
衡
と
に
分
け
る
こ
と
が
ノ
し
き
る
！
、
あ
ろ
う
。



●

　
と
こ
ろ
で
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
地
域
別
の
貿
易
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
果
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
ド
ル
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
ド
ル
地
域
に
対
す
る
輸
出
を
大
い
に
振
興
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
恰
好
な
愉
出
品
が
見
当
ら
な
い

と
い
う
の
が
、
偽
ら
ぬ
毘
実
で
あ
る
。
輸
出
の
大
宗
と
讃
え
ら
れ
、
対
米
輸
出
の
王
座
を
占
め
て
き
た
生
糸
に
し
て
も
、
ナ
イ
ロ
ン

の
進
出
に
抑
え
ら
れ
て
、
増
加
の
見
込
み
は
非
常
に
少
い
、
蟹
・
鮭
・
鮪
等
の
鐘
詰
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
云
え
る
。
ア
メ
リ

カ
の
水
産
業
者
は
、
日
本
晶
を
駆
逐
す
る
た
め
に
、
彼
等
の
製
品
の
価
格
を
下
げ
、
日
本
の
鍵
詰
に
対
す
る
関
税
の
引
上
げ
を
策
し

て
い
る
。
陶
器
や
雑
貨
の
如
き
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
低
廉
・
良
質
の
商
品
が
続
六
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
拉
み
大
低
の
努
力
で

は
輸
出
の
増
加
は
望
め
な
い
。
か
よ
う
に
、
ド
ル
地
域
に
対
す
る
輸
出
の
伸
張
に
は
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
な
い
た
め
、
政
府
も

同
地
域
に
つ
い
て
は
輸
入
削
滅
の
方
針
を
と
っ
て
き
て
い
る
。
過
般
閤
僚
審
議
会
に
お
い
て
内
定
を
見
た
二
十
七
年
度
上
期
（
四
月

－
九
月
）
の
外
貨
予
算
も
、
咋
年
同
期
に
比
較
す
る
と
、
約
八
千
万
ド
ル
の
減
少
と
汀
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
政
府
は
、
対
ド
ル
圏

貿
易
に
お
い
て
は
、
原
料
や
食
料
の
購
入
を
、
従
来
の
ド
ル
地
域
か
ら
ポ
ン
ド
地
域
そ
の
他
の
地
域
に
能
う
隈
り
切
換
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
愉
出
入
の
均
衡
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
問
題
は
、
他
の
地
域
か
ら
予
想
迦
り
の
買
付
が
で
許
．
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
棉
花
は
、
数
虻
が
少
く
、
ン
、
ｏ
上
、
米
棉
に
比
べ
る
と
品
質
が

恐
く
て
而
も
伸
格
が
沽
い
ｏ
で
、
円
木
の
紡
絞
会
杜
は
そ
の
買
付
を
渋
ぶ
る
現
状
で
あ
る
。
公
料
も
、
世
界
的
な
品
不
足
と
谷
同
が

既
に
長
期
の
購
人
契
約
を
締
ん
で
い
る
た
め
、
日
本
の
割
込
む
余
地
は
少
い
と
側
ら
れ
て
い
る
、
か
て
て
加
え
え
て
、
ス
タ
ー
リ
ン

グ
地
域
の
物
価
は
イ
ン
ブ
レ
傾
向
の
た
め
ド
ル
圏
よ
り
、
二
、
三
割
か
た
高
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
仮
令
予
定
通
り
の
物
資
の
入
手

が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
輪
出
価
格
、
．
国
内
価
格
に
跳
返
っ
て
、
輸
出
を
困
難
に
し
、
国
内
の
イ
ン
フ
レ
を
助
長
す
る
と
い
う

　
　
ポ
ン
ド
過
剰
の
閃
趨
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
一
六
三
）
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立
命
館
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済
（
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）
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ニ
ニ
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一
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四
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．

厄
介
な
問
題
を
生
ず
る
懸
念
が
あ
る
。
叉
、
物
に
よ
ヶ
て
は
、
ア
メ
リ
ヵ
以
外
に
は
輸
出
余
力
が
な
い
関
係
か
ら
、
ど
う
し
て
も
共

の
供
給
を
エ
メ
リ
ヵ
に
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
あ
る
し
、
ゴ
ァ
の
鉄
鉱
石
の
よ
う
に
、
日
本
が
資
金
と
資
材
と
を
つ
ぎ
こ
ん

で
開
発
に
当
ら
な
い
と
、
希
望
通
り
の
数
量
の
輸
入
の
不
可
能
な
も
の
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
使
い
み
ち
の
な
い
ポ
ン
ド
の
累
積
を
避
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
際
ポ
ン
ド
地
域
に
対
す
る
輸
出
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
見
解
に
逢
著
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
藏
省
及
び
外
国
為
替
菅
理
委
員
会
が
立
案
し
二
月
十
八
日
か
ら
実
施
す
る
と
発
表
し
て

物
議
を
醸
し
た
例
の
ポ
ン
ド
の
新
措
置
は
か
か
る
見
解
の
代
表
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
得
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ポ
ン
ド
対
策
は
、

ポ
ン
ド
地
域
か
ら
の
輸
入
の
促
進
を
全
く
無
税
す
る
も
の
で
は
な
く
、
外
貨
貸
付
制
度
に
よ
っ
て
輪
入
の
増
加
を
図
る
と
い
う
含
み

も
も
っ
て
お
っ
た
の
で
あ
る
が
、
新
対
策
の
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
・
に
は
な
く
、
重
点
は
飽
く
ま
で
も
輸
出
の
抑
制
に
置
か
れ

て
お
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ン
ド
地
域
向
輸
出
手
形
金
融
の
制
約
と
い
え
、
ポ
ン
ド
地
域
向
輸
出
予
約
期
間
の
短
縮
と
い

え
、
先
物
為
祷
杣
場
の
改
訂
と
い
う
、
比
々
皆
こ
の
口
的
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
共
ｏ
構
想
を
簡
賂
に
説
明
す
る
と
、
愉
川
手
形
金
融
ｏ
制
約
と
い
う
ｏ
は
、
こ
れ
ま
で
市
中
銀
行
が
日
本
銀
行
の
助
力
を
得
て
愉

旧
契
約
金
額
の
約
八
割
を
融
資
し
て
い
た
ｏ
を
、
ポ
ン
ド
地
域
に
限
り
、
情
勢
に
よ
っ
て
あ
る
楳
度
引
下
げ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
貿
易
業
考
は
不
足
分
は
白
己
資
金
で
賄
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
愉
出
は
制
約
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
愉
閉
を
阻
害
す
る
点
で
は
、
輪
＾
予
約
期
閉
の
短
縮
も
同
様
な
効
災
を
も
つ
。
貿
易
業
者
は
、
愉
出
人
に
当
っ
て
、
外
旧

為
替
管
理
委
員
会
に
対
し
て
外
貨
売
買
ｏ
予
約
を
行
う
わ
け
で
あ
る
が
、
従
来
の
予
約
期
間
は
貿
易
契
約
が
で
き
た
時
か
ら
平
均
六

ケ
月
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
に
為
替
に
変
動
が
あ
っ
て
も
、
貿
易
業
者
は
予
約
当
時
の
現
物
の
州
場
で
外
貨
の
売
買
を
な
し
得
る

の
で
、
従
っ
て
為
替
変
動
の
危
険
を
貨
担
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
が
、
新
対
策
ノ
し
は
、
ポ
ソ
ド
地
域
え
の
輸
出
予
約
に
限
っ
て
特
に



認
め
る
も
の
の
外
そ
の
期
間
を
信
用
状
が
到
着
し
た
時
か
ら
三
ヶ
月
に
改
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
輸
出
契
約
か

ら
信
用
状
開
設
ま
で
の
期
間
の
ポ
ン
ド
貨
切
下
げ
の
損
失
危
険
は
全
く
業
者
の
負
担
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
は

六
ケ
月
間
安
心
し
得
た
も
の
が
三
ケ
月
し
か
保
証
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
だ
け
輸
出
が
妨
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
物

為
替
桐
場
の
改
訂
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
は
為
替
の
先
物
杣
場
が
直
物
と
同
一
で
あ
つ
た
の
を
改
め
、
先
物
売
榊
場
は
直
物
に
対

し
て
十
日
目
毎
一
ド
ル
に
つ
き
十
銭
高
、
一
ポ
ン
ド
に
つ
き
二
十
八
銭
高
と
し
、
先
物
買
相
場
は
直
物
に
対
し
て
十
目
目
毎
一
ド
ル

に
つ
き
十
銭
安
、
一
ポ
ン
ド
に
つ
き
五
十
六
銭
安
と
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
改
訂
は
、
為
替
予
約
に
伴
う
危
険
負
担
に
対

す
る
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
以
外
に
、
ポ
ン
ド
の
買
杣
場
を
他
地
域
の
夫
れ
よ
り
も
開
き
を
人
き
く
し
よ
う
と
す
る
と
こ
に
重
人

な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ン
ド
の
負
担
が
人
と
な
っ
て
薬
者
の
円
貨
手
取
り
は
ン
、
れ
だ
け
少
く
な
り
、
ポ
ン
ド
地

域
え
の
輸
出
は
そ
れ
に
比
例
し
て
妨
げ
ら
れ
る
締
果
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
之
を
要
す
る
に
、
こ
の
ポ
ン
ド
の
新
措
置
は
、
一
〆
、
の
重
点
が
ポ
ン
ド
地
域
え
の
愉
出
の
抑
湖
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
れ

ま
で
ポ
ン
ド
を
手
放
し
で
受
入
れ
て
き
た
方
針
に
金
融
而
、
為
替
面
を
通
じ
て
人
幅
の
修
正
を
加
え
、
貿
易
政
策
の
一
人
転
換
を
意

図
す
る
も
の
と
し
て
内
外
の
波
淵
を
推
き
お
こ
し
た
。

　
ポ
ン
ド
切
下
げ
Ｏ
不
安
に
抑
か
さ
れ
て
い
る
貿
場
業
考
は
、
新
対
策
の
発
表
に
よ
っ
て
、
損
火
を
同
避
す
る
た
め
に
切
下
げ
の
危

険
負
担
は
買
手
持
ち
に
す
る
と
か
、
或
は
既
に
信
用
状
ｏ
閑
設
さ
れ
て
い
る
貰
手
の
み
と
商
談
を
進
め
る
こ
と
を
考
え
、
こ
れ
が
買

手
の
乗
ず
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
商
談
の
成
立
は
殊
ど
停
止
の
状
態
と
な
り
、
叉
貿
易
業
考
が
か
よ
う
な
万
途
に
出
な
い
場
合
で
も
、

信
用
状
が
到
着
し
な
け
れ
ば
為
替
予
約
が
で
き
な
い
こ
と
と
為
替
予
約
の
期
間
が
三
ヶ
月
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
と
は
業
考
の
不
安
を

い
や
が
上
に
も
か
き
立
て
、
こ
れ
が
た
め
普
通
の
商
取
引
に
お
い
て
も
ポ
ン
ド
地
域
え
の
輸
出
が
半
減
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
我
国

　
　
ポ
ン
ド
過
剰
の
間
題
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
（
ニ
ハ
五
）



　
　
立
命
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は
貿
易
依
存
度
の
極
め
て
高
い
国
で
あ
っ
て
、
而
も
輸
出
の
半
ば
に
近
い
も
の
が
ポ
ン
ド
地
域
に
向
け
ら
れ
て
い
る
関
係
上
、
こ
の

ポ
ン
ド
対
策
は
、
独
り
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
を
相
手
と
す
る
輸
出
業
者
を
死
地
に
陥
れ
る
結
果
と
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
内
産

業
に
も
甚
人
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
新
槽
置
に
対
し
て
、
貿
易
業
界
と
の
み
い
わ
ず
、
経
済
界
も
こ
ぞ
っ

て
灰
対
し
た
。

　
通
産
省
も
ま
た
、
人
蔵
省
と
外
国
為
替
管
理
委
員
会
の
合
作
に
な
る
こ
の
楴
置
は
あ
ま
り
に
も
金
融
的
、
為
替
的
技
術
面
に
偏
し
、

柔
軟
性
を
欠
く
も
の
と
非
難
し
、
そ
れ
よ
り
は
物
資
面
か
ら
輸
出
の
調
整
を
行
う
ほ
う
が
勝
っ
て
い
る
と
な
し
、
新
描
置
の
修
正
乃

至
緩
和
を
要
講
し
た
。
圭
く
、
ポ
ン
ド
の
過
剰
対
策
に
二
て
、
大
藏
省
と
農
省
側
と
の
間
に
予
て
か
ら
意
見
の
対
立
が
あ

る
や
に
坊
間
伝
え
ら
れ
て
お
っ
た
。
輸
出
の
抑
圧
に
力
点
を
置
く
人
蔵
省
の
見
解
に
対
し
、
通
産
省
は
寧
ろ
ス
ク
ー
リ
ー
グ
地
域
か

ら
の
輸
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ポ
ン
ド
の
過
剰
を
回
避
す
べ
し
と
考
え
て
お
る
と
い
ケ
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
ポ
ン
ド
の
新
棉
置
を
修
正
す
る
代
案
と
し
て
通
産
省
が
提
出
し
た
輸
出
調
整
策
の
骨
子
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
今
後
、
年
閉
を
通
じ
ス
タ
ー
リ
ー
グ
地
域
か
ら
の
翰
入
の
可
能
性
を
み
、
こ
の
輸
入
見
込
額
に
適
合
す
る
よ
う
に
輸
出
を
調

　
　
整
す
る
こ
と
。

　
二
、
こ
れ
が
た
め
に
本
年
度
の
愉
人
計
画
を
昨
二
十
六
年
の
輪
岬
実
絃
の
程
度
と
昆
込
み
、
従
っ
て
楡
岬
も
こ
の
線
で
抑
え
る
こ

　
　
と
。

　
三
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
地
域
向
愉
川
ｏ
キ
た
る
商
島
た
る
鉄
鋼
、
繊
維
類
（
必
．
典
が
あ
れ
ば
非
欽
金
嵐
）
を
愉
岬
調
整
の
対
象
と
す

　
　
る
こ
と
。

　
四
、
こ
れ
等
リ
調
整
品
〕
の
年
閉
輪
舳
総
額
ｏ
枠
を
定
め
、
こ
れ
を
逃
去
の
実
績
に
応
じ
、
鉄
鋼
は
メ
ー
カ
ー
別
に
、
繊
維
は
輸



　
　
出
業
者
別
に
割
当
て
る
。
但
し
、
繊
維
の
場
合
は
、
そ
の
九
割
を
実
績
割
当
と
し
、
一
割
を
輸
出
条
件
の
有
利
な
も
の
え
新
規

　
　
割
当
と
す
る
こ
と
。

　
か
よ
う
に
、
ポ
ン
ド
の
過
剰
対
策
を
め
ぐ
っ
て
、
政
府
部
内
か
ら
も
横
槍
が
入
り
、
叉
民
間
の
反
対
の
声
も
日
毎
に
幟
烈
と
な
っ

た
の
で
、
二
月
二
十
六
日
、
大
蔵
省
、
通
産
省
、
外
国
為
替
管
理
委
員
会
お
よ
び
日
本
銀
行
の
四
当
局
が
会
合
し
、
さ
き
の
ポ
ン
ド

措
置
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
こ
ピ
に
意
見
が
一
致
し
、
事
務
的
手
続
き
の
整
い
次
第
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

　
一
、
信
用
状
到
着
主
義
を
修
正
し
て
為
替
予
約
は
輸
出
契
約
成
立
時
に
な
し
得
る
こ
と
と
し
、
予
約
の
期
間
を
一
般
物
資
に
つ
い

　
　
て
は
輸
出
契
約
成
立
後
四
力
月
に
改
め
、
木
材
製
品
は
契
約
成
立
後
六
ヵ
月
、
機
械
な
ど
プ
ラ
ン
ト
も
の
は
同
一
ヵ
年
と
す
る
。

　
一
、
逝
潅
省
が
物
資
面
か
ら
輸
出
調
整
を
行
う
商
品
に
つ
い
て
は
、
愉
出
予
約
期
間
は
契
約
成
立
後
四
力
月
と
し
、
ン
、
の
間
に
信

　
　
用
状
が
到
着
す
れ
ば
予
約
期
間
を
契
約
成
立
時
を
起
算
点
と
し
て
六
ヵ
月
ま
で
延
長
す
る
。

　
一
、
愉
川
貿
易
手
彬
の
融
資
金
額
は
輪
出
契
約
額
の
約
八
割
を
引
下
げ
な
い
。

　
一
、
為
替
の
売
買
レ
ー
ト
を
現
物
と
先
物
と
で
閉
き
を
つ
け
た
点
は
十
八
Ｒ
の
柵
置
逝
り
で
変
更
を
加
え
な
い
。

●

　
ポ
ン
ド
の
逃
剰
累
積
を
防
止
す
る
た
め
に
色
く
な
凡
ハ
体
策
が
考
え
し
れ
る
の
で
あ
る
が
、
貿
易
両
の
み
に
つ
い
て
云
う
な
ら
ぼ
、

問
題
の
根
木
は
、
締
局
、
輸
出
を
抑
え
る
か
、
輸
入
を
伸
ば
す
か
、
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。

　
な
る
程
、
輸
出
を
制
限
す
る
と
、
輸
出
人
の
ア
ン
バ
ラ
ス
が
収
縮
し
て
、
過
剰
累
積
の
傾
向
が
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
る
。
だ

か
ら
、
こ
の
方
法
も
一
つ
の
解
決
災
に
は
柵
違
な
い
。
だ
が
、
こ
の
方
策
に
徹
す
る
と
、
我
国
の
経
済
界
は
甚
大
な
衝
撃
を
受
け
、

　
　
ボ
ン
ド
過
剰
の
間
趣
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
ニ
ハ
七
）



‘
　
　
、

　
　
立
命
館
経
済
（
第
一
巻
・
第
ニ
サ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
ニ
ハ
八
）

産
業
の
混
乱
、
企
業
の
倒
壊
を
見
る
の
止
む
な
き
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
叉
、
国
民
の
生
活
水
準
の
低
下
も
そ
の
避
け
難
い
締
果
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
ポ
ン
ド
輸
閉
入
が
一
九
五
一
年
の
我
国
年
間
輸
出
入
に
占
め
た
比
重
は
、
愉
出
は
四
三
％
、
輸
入
は
二
五
劣
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
、
何
等
の
用
意
も
な
く
、
た
だ
沙
然
と
輪
出
を
輪
入
に
見
合
う
租
度
に
引
き
さ
げ
る
こ
と
が
人
変
な
締
果
を
生
ず
る
こ

と
に
な
る
こ
と
は
、
如
上
の
数
字
か
ら
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
は
過
剰
対
策
と
し
て
は
安
易
な
方
法
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

決
し
て
妥
当
な
方
法
と
は
い
い
難
い
。
か
よ
う
な
場
合
、
愉
出
入
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
に
は
、
輸
出
を
愉
入
の
楳
度
に
制
限
す
る

こ
と
が
最
も
簡
単
で
あ
る
。
だ
が
、
不
均
衡
を
是
正
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
い
。
問
題
の
焦
点
は
、
そ

れ
が
国
内
経
済
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
在
る
。

　
仮
に
、
輸
出
の
制
隈
も
止
む
な
し
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
、
金
融
ヤ
為
替
の
操
作
を
通
じ
、
総
体
的
、
無
差
別
的
に
輸
出
を
抑
制

す
る
こ
と
は
、
策
を
得
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
輸
出
は
抑
え
得
る
に
し
て
も
、
か
よ

う
な
場
合
は
、
愉
出
を
阻
ま
れ
た
生
産
物
が
国
内
に
ダ
ブ
つ
い
て
、
滞
貨
問
題
と
い
う
厄
介
な
問
題
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
よ
り
は
、
日
本
経
済
の
安
定
に
必
要
な
貿
易
鼓
を
確
定
乃
至
推
定
し
、
商
温
別
市
場
別
に
貿
易
を
計
画
化
し
、
物
資
面

か
ら
共
体
的
に
、
あ
る
い
は
個
別
的
に
輸
出
の
調
整
を
は
か
る
と
共
に
、
ン
、
れ
と
州
並
び
、
そ
れ
に
応
じ
、
生
産
の
調
節
を
行
う
と

か
、
国
内
の
需
要
を
喚
起
す
る
と
か
、
ド
ル
・
ド
ラ
小
ブ
の
強
力
な
方
策
を
講
じ
た
り
す
る
こ
と
が
、
等
し
く
輪
出
を
制
限
す
る
に

し
て
も
、
当
を
得
て
い
ろ
、
通
肢
省
側
が
人
蔵
省
の
輸
出
抑
制
策
に
微
く
反
対
し
た
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
在
っ
た
の
だ
あ
る
勺

　
と
ま
れ
、
経
済
規
模
を
締
小
し
つ
っ
収
支
の
均
術
を
図
ろ
う
と
す
る
や
り
万
は
、
我
国
経
済
の
自
立
、
経
済
の
建
直
し
の
目
的
に

そ
う
所
以
で
は
な
い
。
我
国
と
し
て
は
、
仮
令
そ
れ
が
荊
煉
の
遣
で
あ
ろ
う
と
も
、
能
う
映
り
、
対
ド
ル
圏
貿
易
に
お
い
て
は
輪
出
、

対
ス
タ
ー
リ
ー
グ
地
域
貿
易
に
お
い
て
は
愉
人
の
璃
人
を
計
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
支
の
均
衡
を
と
げ
る
こ
と
を
、
目
標
と
す
べ
き
で



あ
る
。
ポ
ン
ド
政
策
○
基
本
方
式
は
、
あ
く
ま
で
も
薮
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
最
近
の
次
の
事
実
が
、
わ
れ
わ
れ

の
こ
の
確
信
を
い
よ
い
よ
強
く
す
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ト
ラ
ー
蔵
梢
が
、
三
月
十
一
日
の
議
会
に
お
け
る
財
政
演
説
で
、
国
際
改
支
の
逆
調
を
食
止
め
る
た
め
、
非
ポ
ン

ド
地
域
か
ら
の
輸
入
を
更
に
一
億
ポ
ン
ド
軽
減
す
る
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
同
国
の
輸
入
の
削
減
は
、
さ
き
に
発

表
に
な
っ
た
五
億
ポ
ン
ド
に
加
え
、
合
計
六
億
ポ
ン
ド
の
巨
額
に
の
ぽ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
み
が
、
か
か
る
挙
に

出
た
の
で
は
な
い
．
イ
ギ
リ
ス
の
削
減
を
き
っ
か
け
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
こ
れ
に
倣

っ
て
杣
次
い
で
向
様
の
輸
入
削
減
の
措
置
に
出
た
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
等
も
同
じ
歩
調
を
と
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
日
本
は
現
に
ポ
ン
ド
圏
に
対
し
て
出
超
で
、
手
持
ポ
ン
ド
の
過
剰
に
悩
み
、
輸
出
制
隈
措
置
さ
え
と
っ
て
い
る
現
状

で
あ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
イ
ギ
リ
ス
連
邦
諾
国
の
今
回
の
措
置
も
差
当
っ
て
影
響
は
あ
る
ま
い
と
い
う
楽
襯
的
な
見
方
を
す
る

人
も
あ
る
。
だ
が
、
朝
鮮
動
乱
を
契
機
と
す
る
世
界
的
軍
備
計
画
と
、
従
っ
て
叉
、
戦
争
見
越
し
に
も
と
ず
く
思
惑
的
買
付
と
い
う

特
殊
事
情
の
上
に
伸
び
て
き
た
日
本
貿
易
の
実
態
に
つ
い
て
鑑
み
る
と
、
輸
入
は
抑
制
し
、
国
内
的
に
は
低
物
価
政
策
を
強
行
し
、

以
て
輸
出
の
増
強
を
狙
わ
ん
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
及
び
こ
れ
等
一
連
の
諾
国
の
新
政
策
を
軽
視
す
る
こ
と
は
、
甚
だ
危
険
だ
と
謂
わ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
．
イ
ギ
リ
ス
は
、
目
前
の
経
済
危
機
を
乗
り
き
る
た
め
に
、
色
く
な
手
を
打
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
最
近

金
．
ド
ル
準
備
が
激
滅
し
、
ポ
ン
ド
の
価
値
が
急
落
し
、
当
に
絶
体
絶
命
の
窮
地
に
遣
込
ま
れ
た
形
に
な
つ
た
。
バ
ト
ラ
ー
蔵
杣
の

言
明
に
よ
る
と
、
昨
年
末
二
十
三
億
三
千
万
ド
ル
に
減
少
し
た
金
・
ド
ル
準
備
は
、
官
氏
一
致
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
依
然
減
少
を

続
け
、
ユ
、
の
最
低
安
全
線
と
い
わ
れ
た
二
十
億
ド
ル
を
既
に
割
っ
て
二
月
末
現
在
で
は
十
七
億
七
千
万
ド
ル
に
ま
で
落
込
ん
だ
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
昨
年
六
月
末
に
比
較
す
る
と
、
こ
の
半
歳
の
間
に
実
に
二
十
億
ド
ル
か
ら
喪
失
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
分

　
　
ボ
ン
ド
過
剰
の
間
題
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
一
六
九
）



　
　
立
命
館
経
済
（
第
一
巻
・
第
二
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
一
七
〇
）

で
進
む
な
ら
ば
、
八
月
の
終
る
を
待
た
ず
に
一
セ
ン
ト
も
残
ら
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
と
っ
て
は
、
今
が
死
活
の

分
岐
点
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
金
ド
ル
準
備
の
枯
渇
化
に
直
両
し
て
背
水
の
陳
を
敷
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
、
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

守
党
政
府
が
咋
年
十
一
月
、
木
年
一
月
、
今
回
と
こ
の
短
い
期
間
内
に
三
回
に
亘
っ
て
遣
撃
ち
的
に
輸
入
ｏ
人
幅
な
削
滅
を
断
行
し

た
こ
と
は
、
同
国
に
整
い
か
か
っ
て
い
る
危
機
が
い
か
に
深
刻
な
も
の
で
あ
る
か
を
物
語
る
と
共
に
頽
勢
を
挽
同
し
よ
う
と
す
る
国

を
挙
げ
て
の
必
死
の
努
力
の
現
れ
で
あ
る
と
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
今
同
の
措
置

に
つ
い
て
は
、
連
邦
諾
国
も
同
一
の
歩
調
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
。
経
済
の
根
本
的
な
建
直
し
は
連
邦
諾

国
の
完
全
な
支
持
協
力
を
得
る
の
で
な
け
れ
ば
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
、
連
邦
に
心
か
ら
の
提
携
を
要
請
し
、
連
邦
諾
国

も
亦
、
現
在
ポ
ン
ド
地
域
が
直
面
し
て
い
る
危
機
は
、
こ
の
地
域
が
全
体
と
し
て
外
貨
を
取
得
す
る
以
上
の
愉
入
を
行
い
、
リ
ー
、
の
結

果
と
し
て
金
お
よ
び
ド
ル
準
備
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
際
他
の
地
域
と
の
国
際
収
麦
均
衡
策

を
と
る
こ
と
に
同
意
し
、
諾
国
の
貿
易
政
策
は
こ
れ
を
転
機
と
し
て
、
こ
の
決
定
の
線
に
沿
う
て
、
急
角
度
に
切
替
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
光
は
、
最
近
の
時
代
の
動
き
の
い
か
に
急
テ
ン
ポ
で
あ
る
か
に
驚
嘆
す
る
と
共
に
、
こ
れ
に
対
応
す
る
万
全
の
策
を

樹
て
る
こ
と
の
急
務
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
連
邦
諾
国
が
非
ポ
ン
ド
地
域
か
ら
の
輸
入
を
削
滅
す
る
と
、
彼
等
の
貿
易
は
必
然
的
に
ポ
ン
ド
魑
内
貿
易
へ
の

方
向
を
辿
ら
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
と
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
他
の
地
域
か
ら
購
入
し
て
お
っ
た
も
の
を
、
爾
後
同
じ
地
域
内
で
互
に

融
通
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
圏
内
貿
易
え
の
傾
向
が
促
進
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
日
本
の
進
出
の
余

地
は
当
然
に
狭
め
し
れ
ざ
る
を
得
ぬ
絆
果
と
な
る
。

　
ド
ル
不
足
の
解
消
、
国
際
収
支
改
善
の
必
要
は
、
独
り
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
連
邦
諾
国
だ
け
に
限
る
も
○
で
は
な
く
、
毎



く
の
国
六
に
共
通
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
連
邦
諾
国
の
今
同
の
発
表
は
、
世
界
の
各
国
に
波
紋

と
反
響
と
を
与
え
、
彼
等
に
追
随
す
る
諾
国
は
ユ
、
の
箪
に
傲
っ
て
愉
入
削
減
に
乗
り
出
す
気
勢
を
示
し
て
き
た
。
地
方
、
不
況
の
世

界
的
な
拡
人
に
伴
い
、
各
国
は
み
な
そ
の
打
開
の
突
破
口
を
輸
出
に
求
め
ん
と
し
つ
つ
あ
る
。
さ
う
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
わ
れ
わ

れ
は
・
上
述
の
ポ
ン
ド
政
策
の
基
本
方
式
を
堅
持
し
、
こ
れ
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
情
勢
に
も
抱
ら
ず
、
白
ら
求

め
て
輸
出
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
現
実
に
眼
を
掩
い
、
角
を
た
め
て
牛
を
殺
す
の
愚
を
敢
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
挙
句
貿
易
の
減
退
、
経
済
規
模
の
縮
小
を
さ
ら
で
だ
に
早
め
、
我
国
の
経
済
自
体
を
自
ら
の
手
で
全
く
動
き
の
つ
か
ぬ
窮
地
に
追

込
む
結
果
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
安
易
な
ポ
ン
ド
対
策
は
再
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
世
界
経
済
の

動
き
に
対
応
す
る
確
乎
た
る
貿
易
対
策
の
樹
立
こ
ユ
、
何
よ
り
も
急
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ド
ル
愉
出
の
増
人
と
ポ
ソ
ド
愉
入
の
促
進
を
図
り
、
縮
小
均
衡
か
ら
拡
大
均
衡
に
転
換
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
固

よ
り
色
六
な
方
法
が
考
え
ら
れ
得
る
。

　
ド
ル
地
域
に
愉
出
し
た
も
の
に
ド
ル
地
域
か
ら
の
愉
入
権
を
認
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
通
産
省
が
ド
ル
輪
出

産
業
の
振
興
と
い
う
昆
地
か
ら
、
恒
久
対
策
と
し
て
力
瘤
を
い
れ
て
考
究
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
業
者
が
一
定
品
目

を
ド
ル
地
域
に
輪
川
し
た
場
合
、
為
替
銀
行
が
愉
冊
手
彬
を
貰
取
る
際
に
輪
出
金
額
の
何
劣
と
い
う
一
定
比
卒
の
愉
入
証
明
書
を
発

行
し
、
且
つ
こ
の
愉
入
証
明
再
ｏ
伝
売
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
他
方
、
ド
ル
地
域
か
ら
特
定
品
Ｈ
を
輸
入
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
、
！
、

の
愉
人
中
紺
書
に
こ
ｏ
花
明
再
を
添
付
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
ポ
ソ
ド
圏
か
ら
ｏ
愉
入
を
促
進
す
る
に
は
、

ポ
ン
ド
圏
か
ら
愉
入
し
た
も
の
に
は
ド
ル
地
域
か
ら
の
愉
人
権
を
与
え
る
の
が
一
つ
の
有
力
な
方
法
で
あ
り
、
ポ
ン
ド
圏
か
ら
愉
入

し
た
も
の
に
同
地
域
え
の
愉
閉
権
を
与
え
、
叉
逆
に
ポ
ン
ド
圏
え
輸
出
し
た
も
の
は
同
地
域
か
ら
愉
人
す
る
義
務
を
貧
う
と
い
う
風
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に
す
ヶ
の
が
他
の
方
法
で
あ
る
。
前
者
は
ド
ル
。
と
ポ
ン
ド
の
抱
き
合
せ
リ
ン
ク
制
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
輸
入

価
格
の
高
い
パ
キ
ス
タ
ン
棉
を
輸
入
し
た
も
の
に
対
し
て
、
優
先
的
に
割
安
な
米
棉
の
輸
入
外
資
が
割
当
て
ら
れ
る
と
い
う
類
で
あ

る
。
後
の
輸
出
入
リ
ン
ク
制
の
長
所
は
、
対
ポ
ン
ド
圏
貿
易
に
お
け
る
採
算
上
か
ら
見
て
の
輸
出
の
利
益
と
輸
入
の
損
失
が
市
場
で

柵
殺
さ
れ
て
・
貿
易
は
自
然
に
合
理
的
水
準
で
均
衡
を
保
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
、
運
営
手
続
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
と

国
際
通
貨
基
金
と
の
関
連
で
多
少
の
問
題
が
残
る
こ
と
が
、
こ
の
リ
ン
ク
制
の
欠
陥
で
は
あ
る
が
。

　
嚢
に
も
ポ
じ
た
よ
う
に
、
日
本
の
対
ポ
ン
ド
地
域
貿
易
は
、
本
来
的
に
い
い
て
、
輸
出
超
過
と
な
る
性
格
を
も
つ
て
い
る
。
だ
が
、

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
が
ポ
ソ
ド
過
剰
の
原
因
な
の
で
は
な
い
、
日
本
の
貿
易
構
造
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
為
替
桐
場
の
デ
イ
ス
パ
リ

テ
ィ
と
い
う
要
因
が
こ
れ
に
強
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　
円
貨
の
為
替
桐
場
は
対
米
三
百
六
十
円
を
基
準
と
し
、
対
英
榊
場
は
こ
の
基
準
桝
場
と
米
英
公
定
柵
場
一
ポ
ン
ド
ー
１
ニ
ド
ル
八
○

セ
ン
ト
の
両
方
の
裁
定
か
ら
、
一
ポ
ン
ド
Ｈ
千
八
円
と
定
め
ら
れ
て
い
る
．
従
つ
て
、
形
式
的
に
は
円
貨
の
対
米
、
対
英
両
桐
場
の

間
に
は
な
ん
ら
の
デ
ィ
ス
バ
リ
テ
ィ
は
な
い
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
必
死
の
補
強
工
作
に
も
拘
ら
ず
、
ポ
ン
ド
の
実

質
価
値
は
日
六
に
低
下
し
、
現
在
そ
の
対
米
自
由
杣
場
は
ニ
ド
ル
八
○
セ
ン
ト
の
公
定
を
割
つ
て
、
ニ
ド
ル
四
〇
セ
ン
ト
乃
至
そ
れ

以
下
に
下
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
一
ポ
ン
ド
Ｈ
千
八
円
の
レ
ー
ト
は
ポ
ン
ド
の
実
勢
よ
り
著
し
く
一
、
同
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
た
め
、

採
算
面
か
ら
、
日
本
の
ポ
ン
ド
地
域
に
対
す
る
輸
出
が
著
し
く
有
利
と
な
り
、
逆
に
輸
入
は
ン
、
れ
だ
け
不
利
と
な
つ
て
、
輸
出
入
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
、
ポ
ン
ド
の
過
剰
累
積
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
輸
出
の
場
合
に
は
ニ
ド
ル
四

〇
セ
ン
ト
に
棚
等
す
る
も
の
に
対
し
て
ニ
ド
ル
八
○
セ
ン
ト
輸
出
の
場
合
に
は
ニ
ド
ル
四
〇
セ
ン
ト
に
柵
等
す
る
も
０
）
に
対
し
て
ニ

ド
ル
八
○
セ
ン
ト
の
公
定
で
計
算
さ
れ
る
結
果
と
な
つ
て
、
輸
出
業
者
に
と
つ
て
は
ン
、
れ
だ
け
有
利
と
な
つ
て
輸
出
は
促
進
さ
れ
る



反
面
、
輸
入
は
ニ
ド
ル
四
〇
セ
ン
ト
で
よ
い
と
こ
ろ
を
ニ
ド
ル
八
○
セ
ン
ト
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
っ
て
割
高
と
な
っ

て
阻
害
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
だ
か
ら
、
ポ
ン
ド
の
実
勢
に
応
じ
た
レ
ー
ト
で
取
引
が
で
き
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
原
因
か
ら
生

ず
る
累
積
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
一
．
外
国
為
替
管
理
委
員
会
は
こ
の
点
に
着
眼
し
、
対
ポ
ン
ド
地
域
貿
易
に
お
け
る
有
利
な
輸

出
、
不
利
な
輸
入
の
結
果
と
し
て
の
収
支
の
不
均
衡
を
自
動
的
に
修
正
す
る
方
法
と
し
て
、
「
輸
入
証
明
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と

に
構
想
を
凝
ら
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ン
、
の
方
法
と
作
用
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ポ
ン
ド
地
域
か
ら
物
資
を
輸
入
し
た
業
者
に
対
し
て
政
府
が
金
額
表
示
の
輸
入
の
証
明
書
を
交
付
し
、
こ
の
ポ
ン
ド
の
輸
入
証
明

乳
は
プ
レ
ミ
ァ
ム
付
き
で
譲
渡
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
そ
う
し
て
、
ポ
ン
ド
地
域
え
向
け
て
輸
出
し
よ
う
と
す
る
業
者
は
、
こ
の
証

明
書
を
輸
入
業
者
か
ら
買
取
ら
な
け
れ
ば
輸
出
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
輸
入
証
明
書
に
当
然
売
買
市

価
が
発
生
し
、
輸
入
業
者
に
と
っ
て
は
証
明
書
を
売
つ
た
金
額
だ
け
輸
入
代
金
が
実
際
に
お
い
て
軽
減
さ
れ
る
縞
果
と
な
り
、
輸
出

業
者
に
対
し
て
は
証
明
書
を
買
っ
た
金
額
だ
け
実
際
の
受
取
額
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、

ポ
ン
ド
貨
の
過
大
評
価
は
国
内
に
お
い
て
自
動
的
に
調
整
さ
さ
れ
、
実
質
的
に
対
ポ
ン
ド
・
レ
ー
ト
が
実
勢
に
近
ず
く
こ
と
と
な
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
ポ
ン
ド
輸
出
が
、
数
最
的
に
も
は
た
ま
た
価
格
的
に
も
問
定
化
せ
ず
、
輸
入
の
伸
張
に
つ
れ
て
増
加
す
る
と
い

う
可
能
性
も
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
、
そ
の
反
両
、
ド
ル
と
ポ
ン
ド
の
値
輸
の
上
に
採
算
の
基
礎
を
置
い
て
い
る
よ
う
な
輸
出

産
業
に
対
し
て
は
こ
の
制
度
は
経
営
の
困
難
を
齎
す
こ
と
と
な
る
と
共
に
、
ド
ル
地
域
ポ
ン
ド
地
域
の
両
方
か
ら
同
時
に
輸
入
さ
れ

る
物
資
に
つ
い
て
は
事
実
上
の
多
数
レ
ー
ト
制
の
採
用
と
い
う
緒
果
に
な
っ
て
国
際
的
反
感
を
棚
く
供
れ
も
あ
り
、
叉
日
英
支
払
協

定
に
低
顔
す
る
懸
念
が
あ
っ
て
そ
の
実
施
に
イ
ギ
リ
ス
の
承
諾
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
難
点
も
あ
っ
て
、
そ
の
実
現
は
仲
六

困
難
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
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世
界
経
済
の
動
向
か
ら
槻
て
、
白
し
選
ん
で
経
済
規
模
の
縮
少
を
は
か
る
べ
き
、
て
な
い
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

．
拡
大
均
衡
の
方
向
に
も
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ポ
ン
ド
輸
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
た
め
に
は
、
、
１
、
の
障
碍

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
採
算
上
の
不
利
や
為
替
危
険
を
い
か
に
し
て
補
償
す
る
か
、
叉
輪
入
金
融
を
い
か
に
し
て
円
滑
に
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
先
ず
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
輪
入
促
進
の
成
否
は
、
全
く
こ
れ
等
の
問
題
の
解
決
の
如
何
に
か
か
つ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
、
て
、
こ
れ
ら
の
問
趣
の
解
決
に
つ
い
て
、
万
遺
憾
な
き
を
期
す
る
と
共
に
、
叉
外
に
対
し
て
は
ア
メ
リ
カ
・

勘
定
国
に
入
る
こ
と
を
奥
請
す
る
と
か
、
ド
ル
・
条
項
の
復
活
の
た
め
に
日
英
支
払
協
定
の
改
訂
を
主
張
す
る
と
か
、
も
し
ド
ル
．

条
項
の
復
活
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
少
く
と
も
旧
協
定
ど
お
り
香
港
貿
易
を
再
び
才
ー
プ
ン
勘
定
に
扉
す
こ
と
を
交
渉
す
る
等
の

政
治
的
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
の
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
・
一
口
に
ポ
ン
ド
対
策
と
い
つ
て
も
、
色
次
あ
り
得
る
が
、
私
が
こ
こ
で
主
と
し
て
取
扱
つ
た
の
は
、
ポ
ソ
ド
の
過
剰

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
で
あ
る
・
な
お
、
こ
の
外
に
、
す
で
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
ド
を
い
か
に
処
理
す
る
か
、
ポ
ン
“
の
切

下
げ
に
い
か
に
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
重
大
な
ポ
ン
ド
閑
題
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
方
策
の
考
究
も
甚
・
だ
肝
要
な
こ
と

で
は
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
か
・
り
省
賂
す
る
こ
と
と
し
た
。


